
 
 
 
	  

●Ｂ型肝炎ワクチンの効果 

 Ｂ型肝炎を予防するワクチンです。 

●別の種類の予防接種との間隔 

    Ｂ型肝炎は不活化ワクチンですので、１週間後の同じ曜日から 

接種可能です。 

（例）Ｂ型肝炎の次に四種混合の予防接種をしたいとき 

 

 
 
	   月曜日に接種なので次の月曜日から♪ 

    ●同時接種について 

     Ｂ型肝炎につきましては同時接種は行いませんのでご了承ください。 

 

 

 

   生後～１歳未満 （標準の接種年齢：生後２か月～生後９か月未満で接種） 

   

生後２か月～生後９か月 

（合計３回） 

１回目 生後６か月までには接種。 

２回目 １回目の接種から１か月後。 

３回目 

２回目の接種から１週間。 

ただし、１回目の接種から 

１３９日後。（２０週以上） 

  （例）打ち始めが２か月の場合 

   【年齢】 ２か月      ３か月      ４か月 

①	        ②         

   【間隔】      ４週間      

 

【間隔】         ２０週間      

 

    

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） 

Ｂ型肝炎接種日 

四種混合接種可能日 

③ ①  


